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推進員 加地早由里氏、小川礼子氏、西村愛子氏、本学学生 11 名、本学教員　北林蒔子、
金谷由希の 20 名で構成し、合計 3 回の会議を開催した。 
① 第 1 回委員会開催 令和元年 9 月 1 日（日） 
 鯉の料理検討会を開催した。様々なレシピで料理をつくり、今後の方向性等につ 







② 第 2 回委員会の開催 令和元年 9 月 29 日（日） 
地域住民や学生も含めた拡大版として開催した。参加者 49 名。 
 











         〇試食会(鯉だという事を伏せて、サンドイッチの試食を行った) 
          〇試食後に鯉について説明を行った。 
            





























 回収率は、1 年生 118 人→62 人（52.5％）、2 年生 128 人→116 人（90.6％）、3 年
生 142 人→52 人（36.6％）、全体 378 人→230 人（60.8％）であった。 
保護者対象のアンケート結果では鯉を食べる頻度は、年に１回以下が 71.４％（食




   鯉を食べる行事があると答えた者でその行事は何かという質問に対しては、お正月















 決まって食べる行事があるかに対しては、高校生は 29.4％、保護者は 40.5％がある
と答えた。 
 鯉料理は好きか？  
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４）普及のためのリーフレットの作成 
 1 年間の成果をまとめて、鯉の普及のためのリーフレットの 700 部の作成を行った。 
配布先は下記のとおりである。 
配 布 先 部数 所 在 地 
みやさかや 60 山形県米沢市相生町 7-130 
米沢鯉六十里 60 山形県米沢市東 1-8-18 
鯉よし 60 山形県米沢市大町 5-1-38 
米沢駅 100 山形県米沢市駅前 1-1 
米沢観光コンベンション協会 100 山形県米沢市丸の内 1-4-13 
道の駅米沢 100 山形県米沢市大字川井 1039-1 
米沢市役所 60 山形県米沢市金池 5-2-25 
米沢市立図書館 ナセ BA 60 山形県米沢市中央 1-10-6 
置賜総合文化センター 60 山形県米沢市金池 3-1-14 
九里学園高等学校 20 山形県米沢市門東町 1-1-72 
愛宕コミュニティセンター 20 山形県米沢市古志田町 76-3 
 
３．まとめ 
 鯉の普及のために、さまざまな取り組みを実施した。米沢鯉は大切な地元の伝統食材で
あるが、すたれてきていると考えられた。年に 1～2 回の盆や正月だけの伝統食にならな
いように、新しい食べ方を進める必要性があると考えられる。高校生の試食会では、受け 
入れられない生徒はいなかった。若者へ向けての取り組みが求められることが示唆され
た。 
30.0
41.4
25.9
2.7
0回 1年に1回
1年に2～3回 1年に4回以上
35.4
36.7
24.8
3.1
0回 1年に1回
1年に2～3回 1年に4回以上
−21−
作成したリーフレットは以下のとおりである。A3 二つ折り裏表となっている。 
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